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図1 様々な海洋動物に計測機器を取り付けて環境応答を計測する
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国際的なバイオロギング研究の先導による⼈為起源海洋環境ストレッサーの影響解明

この国際共同研究の重要性・⾯⽩さは何か（研究の⽬的と意義）

⼈類の活動が世界中の海洋⽣態系を変えている。しかし、海で暮らす動物たちがどのような影響を受けているの
か、現場の状況を知るのは難しい。近年、動物の体に⼩さな計測機器を取り付ける「バイオロギング」と呼ばれる
⼿法が発展し、動物の環境応答を現場で調べることが可能になった。この研究では、海⽣哺乳類、海⿃類、ウミ
ガメ類、⼤型⿂類などに計測機器を取り付け、⾏動パターン、体内の状態、周囲の環境を詳細に計測する。代
表的な5種の海洋環境ストレッサー（⽔温上昇、海氷減少、貧酸素化、海洋汚染、海中騒⾳）に対し、研究
にふさわしい動物を選んで機器を取り付け、データを取得する。動物の繁殖成功率、リモートセンシングによる環境
計測など、バイオロギング以外の⼿法で得られた情報と組み合わせて、解析を⾏う。この研究の⽬的は、個々のス
トレッサーおよび複数のストレッサーの相互作⽤が海洋動物や⽣態系に与える影響を明らかにすることである。
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誰がこの国際共同研究を⾏うのか（優れたグループによる国際共同研究体制）

バイオロギングの分野で世界をリードする渡辺佑基（国⽴極地研究所）がこの研究を主導する。研究分担者
として、同じくバイオロギングの分野で顕著な業績があり、しかし研究対象動物や専⾨知識が互いに異なる⾼橋
晃周（極地研）、佐藤克⽂（東京⼤学⼤気海洋研究所）、坂本健太郎（東⼤⼤海研）、⻘⽊かがり
（東⼤⼤海研）、庄⼦晶⼦（筑波⼤学）が参画する。バイオロギングの機器開発担当として、⾼橋英俊（慶
応義塾⼤学）が参画する。それに加え、毎年、⽇本の⼤学院⽣とポスドク研究員計21名程度の参画を予定し
ている。海外共同研究者として、⽶国、カナダ、英国、フランス、オーストラリアから、バイオロギングの分野で顕著な
業績のある7名の研究者が参画する。このチーム構成により、ペンギン、アホウドリ、アザラシ、クジラ、ウミガメ、サメ
などの様々な海洋動物を、極地を含む世界中のいろいろな海域で調べることができる。

どのように将来を担う研究者を育成するのか（⼈材育成計画の内容）

この研究では、⽇本の海洋環境科学の未来を担う若⼿研究者を育成するため、7年間で計15名のポスドク研
究員を最⼤3年間の任期で雇⽤する。雇⽤期間の⼀部を、海外共同研究者の所属する研究機関（図２の
⾚）や関連する野外調査地（図２の緑）で過ごしてもらい、バイオロギングの⼿法を⽤いた海洋動物の研究を
⾃主的に進めてもらう。また、博⼠課程の⼤学院⽣も同じように海外に派遣し、現地の海外共同研究者や⼤学
院⽣とともに研究を進めてもらう。研究チームの広い国際ネットワークと⾼い専⾨技術・知識を⽣かして、⽇本の若
⼿研究者に国際共同研究の経験を積ませ、その後にテニュア研究職に就くことをサポートする。

図3 ポスドク研究員の雇⽤計画

図2 この研究の国際ネットワーク
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